
　
質
問
　
イ
ラ
ク
戦
争
に
協

力
す
る
と
し
て
制
定
さ
れ
た

イ
ラ
ク
戦
争
特
措
法
の
一
環

と
思
わ
れ
る
自
衛
隊
機
が
、

物
資
輸
送
等
で
定
期
的
に
横

田
基
地
に
飛
来
す
る
の
を
目

撃
す
る
。
定
期
化
と
な
る
と
、

基
地
の
態
様
に
変
化
が
出
て

こ
な
い
か
。
市
は
ど
う
認
識

し
理
解
す
る
の
か
伺
い
た
い
。

　
市
長
　
米
軍
物
資
の
自
衛

隊
輸
送
の
定
期
化
に
つ
い
て

の
情
報
は
市
に
来
て
い
な
い
。

東
京
防
衛
施
設
局
に
問
い
合

わ
せ
た
と
こ
ろ
飛
来
の
事
実

は
承
知
し
て
い
る
が
、
目
的

等
は
自
衛
隊
の
運
用
に
関
す

る
こ
と
な
の
で
承
知
し
て
い

な
い
と
の
こ
と
。
な
お
自
衛

隊
機
が
横
田
基
地
に
飛
来
、

使
用
で
き
る
根
拠
は
日
米
地

位
協
定
第
三
条
中
の
ア
メ
リ

カ
合
衆
国
の
管
理
権
の
範
疇

で
あ
る
と
の
こ
と
で
あ
る
。

��

「
目
標
管
理
制
度
」

�

　
　
そ
の
中
間
報
告
は

�

　
　
　
　

　
質
問
　
昨
年
四
月
よ
り

　「
目
標
管
理
制
度
」
が
試
行

さ
れ
、
四
役
以
外
の
ほ
ぼ
全

職
員
は
み
ず
か
ら
仕
事
の
目

標
を
持
ち
、
レ
ポ
ー
ト
を
作

成
、
上
司
の
面
談
、
カ
ウ
ン

セ
リ
ン
グ
等
を
受
け
て
い
る

と
思
う
が
、
そ
の
集
計
の
中

間
報
告
を
伺
い
た
い
。

　
市
長
　
求
め
ら
れ
る
目
標

を
上
回
る
場
合
を
五
、
未
達

成
は
一
な
ど
上
司
に
よ
る
五

段
階
評
価
を
終
了
、
現
在
集

計
中
で
今
後
ま
と
め
て
い
く
。

評
価
の
公
平
、
公
正
さ
を
目

指
す
た
め
、
評
価
側
職
員
の

管
理
能
力
向
上
の
研
修
を
繰

り
返
し
、
制
度
の
定
着
を
図

る
中
で
業
績
評
価
、
意
欲
評

価
等
を
項
目
と
す
る
人
事
考

課
制
度
へ
移
行
し
て
い
き
、

行
政
の
効
率
化
、
サ
ー
ビ
ス

向
上
が
図
れ
る
よ
う
な
制
度

と
し
た
い
。

　
質
問
　
多
く
の
違
法
路
上

駐
車
で
大
型
バ
ス
の
事
故
や

横
田
基
地
に

�

定
期
飛
来
す
る
自
衛
隊
機
は

�

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
遠
藤
洋
一
　
議
員

　
市
営
駐
車
場

�

　
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
後
の
状
況
は

�

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
大
野
悦
子
　
議
員

　福生市議会の会議や委員会の

日程、会議の結果等議会の情報

を福生市のホームページからご

覧いただけます。

福生市のホームページアドレス

（http://www.city.fussa.tokyo.jp/）�
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▲自衛隊輸送機C-1

（5）　　　平成17年4月25日　　福生市議会だより　　NO.151

　
質
問
　
高
齢
者
の
筋
力
ト

レ
ー
ニ
ン
グ
や
転
倒
予
防
教

室
、
体
操
プ
ロ
グ
ラ
ム
、
栄

養
改
善
教
室
な
ど
各
地
で
さ

ま
ざ
ま
な
手
法
が
試
み
ら
れ
、

成
果
を
上
げ
て
い
る
。
現
在

市
で
行
っ
て
い
る
介
護
予
防

政
策
と
現
状
に
つ
い
て
、
介

護
予
防
事
業
の
筋
力
向
上
ト

レ
ー
ニ
ン
グ
、
ま
た
口
腔
ケ

ア
に
よ
る
肺
炎
防
止
対
策
の

認
識
や
今
後
の
市
の
展
望
を

伺
い
た
い
。

　
市
長
　
医
師
会
や
社
会
体

育
・
福
祉
関
係
者
と
も
連
携

し
な
が
ら
筋
力
ト
レ
ー
ニ
ン

グ
導
入
に
向
け
取
り
組
み
、

ま
た
六
五
歳
以
上
の
希
望
者

を
対
象
に
介
護
予
防
健
康
診

査
を
予
定
し
て
お
り
、
口
腔

ケ
ア
に
よ
る
肺
炎
防
止
対
策

と
し
て
は
ど
の
よ
う
な
こ
と

が
可
能
で
あ
る
か
検
討
し
て

ま
い
り
た
い
。

�

子
供
の
暴
力
防
止
プ
ロ
グ
ラ
ム

　
・
Ｃ
Ａ
Ｐ
導
入
の
考
え
は

�

　
質
問
　
子
供
自
身
に
自
分

が
大
切
な
か
け
が
え
の
な
い

存
在
で
あ
る
こ
と
を
教
え
、

「
安
心
と
自
信
と
自
由
」
と

い
う
大
切
な
権
利
を
持
っ
て

い
る
意
識
を
持
た
せ
、
自
分

の
中
の
力
を
引
き
出
し
て
い

く
プ
ロ
グ
ラ
ム
で
あ
る
。
各

地
で
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
方
式

で
実
施
さ
れ
て
い
る
が
、
他

市
の
状
況
と
当
市
の
実
験
的

な
取
り
組
み
は
ど
う
か
。

　
教
育
長
　
第
七
小
学
校
Ｐ

Ｔ
Ａ
が
昨
年
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
を

招
い
て
開
催
し
た
。
こ
の
よ

う
な
取
り
組
み
は
不
審
者
か

ら
身
を
守
る
だ
け
で
な
く
い

じ
め
や
虐
待
防
止
に
も
役
立

つ
と
考
え
ら
れ
る
。
そ
れ
ぞ

れ
の
団
体
の
活
動
内
容
、
費

用
、
成
果
な
ど
を
十
分
検
討

し
、
教
育
委
員
会
と
し
て
の

支
援
の
あ
り
方
・
考
え
方
を

検
討
し
て
い
き
た
い
。

か
し
た
教
育
改
革
を
実
施
す

る
考
え
は
。

�
教
育
長
　
今
ま
で
も
日
本

文
化
の
紹
介
、
相
互
訪
問
、

Ｐ
Ｔ
Ａ
主
催
の
昼
食
会
な
ど

を
実
施
し
て
い
る
。
さ
ら
に

学
校
間
の
相
互
短
期
留
学

制
度
、
教
員
の
交
換
授
業
、

両
国
の
児
童･

生
徒
が
と
も

に
学
ぶ
国
際
教
室
の
設
置

な
ど
が
考
え
ら
れ
る
が
、
現

行
の
教
育
シ
ス
テ
ム
の
根
幹

に
か
か
わ
る
こ
と
も
あ
り
、

当
面
は
現
在
取
り
組
ん
で
い

る
交
流
の
動
向
を
見
て
い
き

た
い
。

正
味
資
産
減
少

�

　
　
原
因
と
今
後
の
対
応
は

�

　
　
　
　
　
　
　
　
　
前
田
正
蔵
　
議
員

　
質
問
　
平
成
一
五
年
度
バ

ラ
ン
ス
シ
ー
ト
の
正
味
資
産

減
少
の
原
因
を
伺
い
た
い
。

ま
た
今
後
は
三
位
一
体
改
革

も
視
野
に
入
れ
、
無
理
の
な

い
健
全
な
身
の
丈
に
あ
っ
た

行
財
政
の
体
質
を
構
築
し
、

正
味
資
産
は
安
易
に
取
り
崩

す
べ
き
で
は
な
い
と
思
う
が
、

取
崩
し
の
発
生
す
る
要
因
を

伺
い
た
い
。

　
市
長
　
一
五
年
度
は
都
市

施
設
整
備
基
金
や
財
政
調
整

基
金
の
取
り
崩
し
、
繰
越
金

の
減
少
、
臨
時
財
政
対
策
債

の
増
加
等
に
よ
り
正
味
資
産

が
減
少
し
た
も
の
で
、
さ
ら
に

減
少
す
る
見
込
み
で
あ
る
。

今
後
は
一
般
財
源
補
て
ん
の

た
め
の
財
政
調
整
基
金
の
取

り
崩
し
や
、
臨
時
財
政
対
策

債
の
借
り
入
れ
に
頼
ら
な
い

財
政
運
営
を
進
め
て
い
く
こ

と
が
必
要
と
考
え
て
い
る
。

��

行
政
コ
ス
ト
削
減

�

　
　
進
ま
な
い
原
因
は

�

　
質
問
　
市
民
サ
ー
ビ
ス
は

向
上
し
た
が
、
行
政
コ
ス
ト

は
毎
年
ア
ッ
プ
し
て
い
る
。

今
後
は
行
政
コ
ス
ト
を
考
慮

し
た
行
政
改
革
を
進
め
る
こ

と
が
必
要
で
、
そ
の
た
め
に

は
職
員
の
コ
ス
ト
に
対
す
る

意
識
改
革
が
不
可
欠
だ
が
、

な
か
な
か
進
ま
な
い
原
因
は

何
か
あ
る
の
か
。

　
市
長
　
職
員
の
コ
ス
ト
意

識
の
徹
底
を
図
る
た
め
、
研

修
や
自
由
に
討
議
で
き
る
職

場
環
境
づ
く
り
な
ど
に
取
り

組
み
、
職
員
提
案
制
度
等
も

活
用
し
て
意
識
改
革
に
努
め

て
い
る
。
ま
た
今
ま
で
の
仕

事
を
根
本
か
ら
見
直
し
、
し

き
た
り
や
前
例
踏
襲
を
外
し

て
現
実
を
見
て
い
く
こ
と
が

必
要
で
あ
る
と
考
え
て
お
り
、

早
急
に
取
り
組
み
を
進
め
て
、

行
財
政
の
安
定
を
求
め
て
い

き
た
い
と
考
え
て
い
る
。

市
内
小
中
学
校

�

児
童
生
徒
の
安
全
対
策
は

�

　
　
　
　
　
　
　
　
　
田
村
正
秋
　
議
員

　
質
問
　
こ
こ
数
年
、
学
校

へ
の
不
審
者
に
よ
る
殺
傷
事

件
や
、
登
下
校
中
の
児
童
生

徒
が
襲
わ
れ
る
事
件
が
相
次

い
で
発
生
し
て
い
る
。
市
内

の
学
校
で
も
登
下
校
、
外
出

時
の
安
全
確
認
が
必
要
だ
が
、

ど
の
よ
う
な
対
応
を
考
え
て

い
る
か
伺
い
た
い
。

　
教
育
長
　
各
学
校
に
対
し

て
門
扉
の
閉
鎖
、
来
校
者
受

付
の
厳
正
化
、
校
内
危
険
箇

所
の
改
善
、
セ
ー
フ
テ
ィ
ー

教
室
の
実
施
、
巡
視
の
徹
底

な
ど
学
校
が
一
丸
と
な
っ
た

組
織
的
取
り
組
み
を
改
め
て

指
示
し
、
今
後
は
備
品
と
し

て
さ
す
ま
た
の
全
校
配
備
や

防
護
訓
練
を
計
画
す
る
と
と

も
に
、
「
子
ど
も
一
一
〇
番

の
家
」
の
取
り
組
み
を
強
化

し
、
警
察
や
地
域
と
の
連
携

を
深
め
て
事
故
防
止
に
努
め

て
ま
い
り
た
い
。

�

オ
レ
オ
レ
詐
欺

�

架
空
請
求
詐
欺
の
対
策
は

�

　
質
問
　
最
近
の
犯
罪
白
書

に
よ
る
と
、
平
成
一
五
年
ご

ろ
か
ら
発
生
し
た
オ
レ
オ
レ

詐
欺
や
架
空
請
求
詐
欺
は
平

成
一
六
年
度
上
半
期
で
二
・

二
倍
に
増
加
し
て
い
る
。
そ

の
後
も
ふ
え
て
い
る
が
、
市

民
へ
の
対
策
は
ど
の
よ
う
に

考
え
て
い
る
か
伺
い
た
い
。

�

市
長
　
平
成
一
六
年
中
に

市
内
で
発
生
し
た
オ
レ
オ
レ

詐
欺
は
六
件
、
架
空
請
求
詐

欺
は
一
件
で
、
「
福
生
防
犯

だ
よ
り
」
や
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

で
オ
レ
オ
レ
詐
欺
の
防
止
対

策
を
登
載
し
て
市
民
に
広
報

し
て
い
る
。
ま
た
、
公
民
館

活
動
で
は
大
学
の
落
語
研
究

会
に
よ
る
防
犯
講
座
が
開
催

さ
れ
た
。

�

今
後
と
も
あ
ら
ゆ
る
機
会

を
通
じ
て
防
犯
に
対
す
る
広

報
活
動
を
進
め
て
ま
い
り
た

い
。

福
生
市
に
お
け
る

�

　
　
介
護
予
防
政
策
の
展
望
は

�

　
　
　
　
　
　
　
青
海
俊
伯
　
議
員




